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建設局職員不祥事防止委員会まとめ 

 

平成３０年５月２４日 

千 葉 市 建 設 局 

 

 

 平成２８年１月に建設局下水道建設部下水道施設建設課の元職員が、入札談合等関与行為の排除

及び防止並びに職員による入札等の公正を害すべき行為の処罰に関する法律（以下「官製談合防止

法」という。）違反容疑で逮捕されたことを契機に、建設局職員不祥事防止委員会を設置・開催し、

再発防止策等の検討を重ね、平成２８年８月２３日付「建設局職員不祥事防止委員会まとめ」（以

下「Ｈ２８まとめ」という。）を作成し、再発防止に取り組んできた。 

こうしたなか、平成３０年２月に建設局土木部緑土木事務所の前所長（以下「前所長」という。）

が、前回同様、官製談合防止法違反容疑で逮捕・起訴されたことから、情報漏えいリスクの低減及

び「他人事から自分事」へとコンプライアンス意識を促すことを目的として、建設局職員不祥事防

止委員会を以下のとおり開催し、再発防止策を検討した。 

この「建設局職員不祥事防止委員会まとめ」は、今後の再発防止策について取りまとめたもので

ある。 

 

【建設局職員不祥事防止委員会】 

（１）組織（計１７名） 

  委員長：建設局長 

副委員長：建設局次長 

委員：土木部長、道路部長、下水道管理部長、下水道建設部長、建設局技監、 

中央・美浜土木事務所長、花見川・稲毛土木事務所長、若葉土木事務所長、 

緑土木事務所長、建設総務課長、土木管理課長、技術管理課長、道路計画課長、 

下水道経営課長、下水道計画課長 

    

（２）開催経過 

平成２９年度 

第１回 平成３０年２月２６日（月） 
現状の報告、Ｈ２８まとめにおける再発防止策の実

施状況、再発防止策について 

第２回 平成３０年３月２９日（木） 今後の再発防止策の検討方法について 

 

平成３０年度 

第１回 平成３０年４月２５日（水） 今後の再発防止策（案）について 

第２回 平成３０年５月２４日（木） 
市コンプライアンス委員会の報告、委員会最終とり

まとめ（案）について 
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１ 本件不祥事の概要 

（１） 経過 

前所長が官製談合防止法違反容疑で逮捕されてからの経過は以下のとおりである。 

 

日 付 概 要 

平成３０年２月 ６日（火） 前所長逮捕 

逮捕容疑：官製談合防止法違反 

被疑概要：平成２９年度緑土木事務所維持建設課発注

の「誉田跨線橋外１補修工事（緑２９－１）」

の入札に関し秘密事項を教示し、入札に関

して公正を害すべき行為をした容疑 

平成３０年２月２７日（火） 千葉地方検察庁より起訴 

平成３０年３月 ２日（金） 前所長再逮捕 

逮捕容疑：官製談合防止法違反 

被疑案件：平成２８年度街路建設課発注の「（主）千葉

鎌ヶ谷松戸線道路改良工事（２８－１）」の

入札に関し秘密事項を教示し、入札に関し

て公正を害すべき行為をした容疑 

平成３０年３月２２日（木） 千葉地方検察庁より、再逮捕容疑にて起訴 

平成３０年５月 ７日（月） 第１回公判（検察側求刑：懲役２年） 

平成３０年５月２９日（火） 判決（懲役１年１０ヶ月、執行猶予３年） 

平成３０年６月１３日（水） 判決確定 

 

（２）公判等において明らかになった前所長に関する事実等（※） 

・前所長と公契約関係競売入札妨害で有罪判決を受けた元社員（以下「元社員」という。）は、

仕事上の関係を通じて親しくなった。 

・平成２３年頃以降、お中元やお歳暮を含む物品の提供を受けるようになり、平成２８年頃か

らは金品を受け取るなど、不適切な癒着関係を深めていた。 

・元社員から、入札に関する秘密事項を教示してもらいたいと依頼を受けるや、金品を受け取

ったり、金銭を借りたりしていたことに対する恩義等から、入札に関する秘密事項を教示す

ることを繰り返していた。 

・元社員に対し、市内スーパーマーケット駐車場にて「（主）千葉鎌ヶ谷松戸線道路改良工事

（２８－１）」の総合評価落札方式※１による入札に関する秘密事項である工事価格を、また、

千葉市役所内において、電話で、同入札に関する秘密事項である技術評価点を教示した。 

※１：総合評価落札方式の入札においては、入札金額の他に、技術力に関する評価（技術

評価点）も勘案し、落札者を決定する。 

・市内スーパーマーケット駐車場において、元社員に対し、「誉田跨線橋外１補修工事（緑 

２９－１）」の総合評価落札方式による入札に関する秘密事項である工事価格及び技術評価

結果を教示した。 
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２ 本件不祥事における問題点 

（１） 前所長の個人的資質 

・元社員から金銭の借用や受領に加え、物品の提供を複数回受けるなど、特定の業者と密接な

関係を持っており、著しくコンプライアンス意識が希薄となっていた。 

・様々な情報を入手できる立場であり、管理監督者として職場のコンプライアンスを徹底すべ

き職員でありながら入札に関する情報を漏らすなど、幹部職員としての意識があまりにも不

十分だった。 

（２） 組織としてのコンプライアンスの徹底不足 

・平成２７年度の不祥事以降、研修を実施してきたが、研修が他人事となり内容等が行き届い

ていない職員が一部に見受けられた。 

（３） 入札の運用方法 

・総合評価落札方式による入札手続きでは、技術評価点を入札締切前に算出・決定していたた

め、他の入札参加者の技術評価点を入札締切前に知ることにより、入札金額を調整すること

ができた。 

・技術評価点は工事担当課が算出しているため、情報の集中が発生していた。 

 

３ 本件不祥事を受けて実施した再発防止に向けた取組み 

建設局職員不祥事防止委員会を開催し、また、平成３０年３月１３日付で市入札適正化・苦情

検討委員会より、「コンプライアンス意識の一層の向上に努めること、及び評価情報の管理方法に

ついて今一度検討されたい」との意見が出されたことを受け、以下について協議、検討した。 

・各課に「Ｈ２８まとめ」の再発防止策の実施状況を確認した。 

・総合評価落札方式の運用方法等を、プロジェクトチームで検討を行った。 

・「Ｈ２８まとめ」の再発防止策を、ワーキンググループで見直しを行った。 

・研修内容の充実を図るため、ワーキンググループで検討を行った。 

 

４ 取組方針 

 「２ 本件不祥事における問題点」より、様々な情報を得られる立場の職員が今回の不祥事を

起こしたこと、平成２８年１月の不祥事から２年が経過したなかでコンプライアンス意識が薄く

なっていることが一部に見受けられることから、情報漏えいリスクの低減及び「他人事から自分

事」へと意識付けを行うために、以下の３点を柱とし取り組む。 

 

 情報漏えいリスクの低減 

 継続的なコンプライアンスの強化・徹底 

 チェック体制の強化 

 

取組みの柱 
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５ 再発防止策 

 「４ 取組方針」にて掲げた３点の取組みの柱を踏まえ、以下の再発防止策を講ずることとす

る。 

（１） 情報漏えいリスクの低減 

再発防止策 取組内容 

総合評価落札方式

の運用見直し 

 技術評価点の算出に必要な書類の提出締切と入札締切を同日と

し、締切後に技術評価点の算出・決定を行うことで、入札金額を

調整できないようにする。 

 技術評価点の算出にあたっては、すべてを工事担当課が行うので

はなく、工事担当課が施工実績等の評価を行い、技術審査会に関

する事務を担当する課が過年度の成績等の評価を行うことによ

り、工事担当課への情報の集中を低減する。 

新

規 

設計書等の情報閲

覧の制限 

 設計書等の電子データを保管する際はパスワードを設定し、ま

た、電子決裁に添付する際は「印刷不可」となるように設定する。 

 内容確認等のため紙面が必要となった場合には、元の電子データ

から印刷することとし、適切に保管・処分を行う。 

新

規 

各課執務室への来

訪者の入室管理 

 執務室内で打ち合わせ等を行う際には、「来訪者受付票」を記入

してから行うようにし、来訪者の入室管理を強化する。 

拡

充 

個人所有の携帯電

話の原則使用禁止 

 現場対応用携帯電話の整備を検討する。 

※導入対象課、導入方法、導入時期等 

※導入までの間は、工事等の完了・竣工検査時に検査員立会

いの下、受発注の監督員等双方の電話番号等の連絡先を消

去する。 

拡

充 

 

（２） 継続的なコンプライアンスの強化・徹底 

再発防止策 取組内容 

局内の部課長研修

の実施 

 コンプライアンス関係のビデオの視聴及び今回の不祥事の経緯

を共有し、ディスカッション等を行うことで意識向上を図る。 

 コンプライアンス違反のリスクがイメージできる教材を使用し

た研修を行う。 

新

規 

各課コンプライア

ンス研修への幹部

職員の参加 

 各課でのコンプライアンス研修の実施に際し、適宜、所属長

の上司を同席させ緊張感を持たせることで、研修の形骸化を

防ぐ。 

拡

充 

現在実施されてい

るコンプライアン

ス研修の充実 

 対象者を絞った研修、平成２８年８月「建設工事等に係る発注者

の綱紀保持に関する手引き」の改訂や具体的な事例集など新しい

研修の教材を作成し、研修効果の向上を図る。 

拡

充 

「コンプライアン

スチェック」ペー

パーの改訂 

 コンプライアンスチェックペーパーを、インパクトのあるデザイ

ンに改訂し、目に付く場所を考えて課内に掲示を行う。 
拡

充 
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取引業者への対応  公契約関係競売入札防止法違反の防止策の検討を申し入れる。 

 総合評価落札方式におけるペナルティを強化する。 

新

規 

 

（３） チェック体制の強化 

再発防止策 取組内容 

局内他課によるコ

ンプライアンスに

関する相互チェッ

ク 

 聞き取り用のチェックシートを使って、課の再発防止策の実施状

況を局内の別の課がチェックを行い、実施状況を検証することに

より、コンプライアンス意識の持続を図る。 

新

規 

建設局職員不祥事

防止委員会の定期

的な開催 

 相互チェック等の検証結果を報告し、今後の再発防止策の取組み

内容等を検討する。 
拡

充 

 

なお、従前より取り組んでいる以下の項目については継続して実施する。 

 設計書等、機密性の高い書類は施錠可能なロッカー等へ保管する。 

 不要な機密文書は適正に処分する。 

 離席時に設計書等は伏せるとともに、パソコンの蓋閉じを徹底する。 

 

６ 再発防止に向けた取組体制について 

コンプライアンス意識を持続させるために、以下のとおり取り組む。 

 

① 再発防止策の年間計画を策定する。 

② 年間計画に基づき、研修等を実施する。 

③ 局内他課による相互チェックを実施し、結果を検証する。 

④ 検証結果を建設局職員不祥事防止委員会へ報告し、委員会にて翌年度の取組みについて検

討する。 

再発防止に向けた取組体制 

 

建設局職員 

不祥事防止 

委員会 

【 ① 計 画 】 

○再発防止策の年間計画策定 

【 ② 実 行 】 

○再発防止策の実行（研修等の実施） 

【 ③ 評 価 】 

○チェックの実施 

 ・局内他課による相互チェック 

 ・チェック後の検証 

※①～④のサイクルを回すことで、再発防止に向け継続的に取り組む。 

 

報告 

意見 

【 ④ 改 善 】 
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※「１ 本件不祥事の概要（２）公判等において明らかになった前所長に関する事実等」について

は、千葉地方裁判所から平成３０年６月１２日付で送付された判決書の写し（千地裁刑訟第３９４

号）にて確認、追記した。 

 

 


